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鎌倉市議会議員 2023年 2月議会報告 
 TEL 090－3535－4474 Ｅ-mail yukari.ain@gmail.com 

鎌
倉
市
は
昨
年
度
か
ら
2
年
間
か
け
て
（
仮

称
）「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」
の
制
定
に
む
け
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。「
ケ
ア
ラ
ー
」
と
は
、

介
護
・
看
病
・
養
育
・
世
話
・
心
や
身
体
に
不
調

の
あ
る
人
へ
の
気
遣
い
な
ど
、
ケ
ア
が
必
要
な
家

族
・
近
親
者
・
友
人
・
知
人
な
ど
を
無
償
で
ケ
ア

す
る
人
の
こ
と
で
す
。
介
護
者
が
18
才
未
満
の
場

合
を
特
に
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
と
言
い
ま
す
。

（
日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
の
定
義
よ
り
） 

一
般
的
に
、
「
ケ
ア
ラ
ー
」
は
介
護
を
行
う
こ

と
で
、
身
体
的
、
精
神
的
、
経
済
的
な
負
担
を
強

い
ら
れ
、
社
会
的
に
孤
立
し
が
ち
に
な
り
、
自
分

自
身
の
生
活
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

置
か
れ
ま
す
。
特
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、
学
業

を
あ
き
ら
め
た
り
、
将
来
の
進
路
を
変
え
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
に
な
っ
た
り
、
人
格
形
成
な
ど
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
自
分
自
身
が

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
な

い
場
合
が
多
く
、
学
校
で
は
遅
刻
し
が
ち
に
な
り
、

不
登
校
気
味
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
理
由
が
理
解
さ

れ
な
い
場
合
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
私
は
、
2019
年
2
月
議
会
か
ら
8
回
に

わ
た
り
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
の
問
題
を
取
り
上

げ
「
実
態
調
査
」
の
実
施
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

当
初
の
答
弁
で
は
「
全
国
調
査
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
の
存
在
は
分
か
っ
て
い
る
。
特
に
鎌
倉
市
で
調

査
す
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

 

 

  

「平和推進事業」は何を目指すのか。  
              一般質問より 

 鎌倉市では長年、「平和推進事業」を市民との

協働で行ってきました。しかし 2 年前、市民代表

で構成される「平和推進実行委員会」が、市の一方的

な「休止宣告」により途絶えることになりました。そ

して、「平和のつどい」「憲法記念日のつどい」もなく

なり、担当（文化課）は、この 2年間、試行錯誤の中

で混迷をきわめているように見えます。 

そんな中、市は元推進委員 6人の方々が在任中反対

を表明した「めぐみへの誓い」（拉致問題を取り上げ

た映画・舞台劇）をこの一年以内に 3回も行いました。 

拉致問題の事実を市民に知って頂くのは大事です

が、「繰り返し連続して 3回も同じ内容のものを行う

のはなぜか。」質問しましたが、適格な答弁は得られ

ませんでした。「今一度鎌倉市の「平和推進事業」が

目ざすものについて考えてみるべきではないか」と指

摘しました。 

3月 27日、御成小学校で開催された「平和の学校」

を傍聴しました。（下の写真）これは、元平和推進実

行委員 6人の提案（市も賛同）によるものですが、「平 

             和とは何か」を考えて 

みる良い機会となっ 

たように思います。 

 

 

し
か
し
昨
年
や
っ
と
「
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」 

制
定
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
調
査
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

全
国
で
介
護
し
て
い
る
人
627
万
６
千
人
。
介
護
や

看
護
の
た
め
に
仕
事
を
辞
め
る
人
年
間
10
万
人
。

（
総
務
省
2017
年
就
業
構
造
基
本
調
査
）
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
は
、
小
学
6
年
生
の
15
人
に
１
人
、
中
学
2
年

生
の
17
人
に
１
人
。（
厚
労
省
2020
年
～
2021
年
実
態
調
査
） 

 

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
単
身
世
帯
や
夫
婦
の
み
の

家
族
な
ど
家
族
の
規
模
の
縮
小
に
よ
り
、
高
齢
者

も
、
現
役
世
代
も
、
若
者
も
「
だ
れ
も
が
介
護
し
、

介
護
さ
れ
る
時
代
」
に
な
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ケ
ア
ラ
ー
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
が
急
務
で
す
。  

 

学校フリースペースの設置について 

一般質問より 

 鎌倉市は「不登校特例校」の開校を目指しています。

私はこの間「そもそも、不登校の児童・生徒を生み出

しにくい学校づくりを目指すべきである」と訴えてき

ました。市は一つの手立てとして、今回「学校フリー

スペース」の準備を進めていくとのことです。校内に

安心して過ごせる居場所があることで、不登校の抑止

や学校復帰のし易さにつながるので大いに評価する

ところです。一方、全国で広がりを見せている「校内

フリースクール」の視察を提案しました。設置できれ

ば「不登校特例校」の設置をする必要がなくなります。 

 

 
あ

誰
も
が
介
護
し
、
介
護
さ
れ
る
時
代
に…

。 
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 市はこれまで交差点名の表示にあたって、その住

所や目印となる建物の名前を付けてきました。しか

し、すでにその建物がなくなったにもかかわらず、

費用がかかることもあり、そのまま交差点名を残し

ている事例があります。交差点名の表示は、道路交

通上目印となる重要なものです。「資生堂前」とし

ている表示名の変更を求めました。 

答弁  

去
る
3
月
21
日
、
第
11
回
「
竹 

田
ゆ
か
り
市
政
報
告
会
」
を
開
催
致 

し
ま
し
た
。
当
選
以
来
、
コ
ロ
ナ
感 

染
拡
大
期
の
2
年
間
を
除
き
、
毎
年 

「
市
政
報
告
会
」
を
開
催
し
て
き
ま 

し
た
。
ま
た
、
議
会
定
例
会
の
た
び
に
欠
か
さ
ず
一
般
質

問
に
立
ち
、
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
し
た
内
容
や

結
果
な
ど
を
「
竹
田
ゆ
か
り
市
政
通
信
」
と
し
て
発
行
し

て
き
ま
し
た
。
市
政
報
告
会
で
は
、
質
問
の
主
旨
や
市
政

の
状
況
な
ど
を
よ
り
詳
し
く
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
市
役
所
移
転
問
題
に
つ
い
て
も
、
詳
し
く
説
明
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。 

今
年
は
、
議
員
に
な
っ
て
11
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
後

と
も
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
市
政
に
つ
い
て
考
え
、

議
論
を
深
め
、
問
題
の
本
質
に
迫
る
質
問
を
す
る
こ
と

で
、
「
ど
の
子
も
安
心
し
て
学
び
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
鎌
倉
市
」
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。 

 
 お

声
掛
け
く
だ
さ
い

 

◆
竹
田
ゆ
か
り
市
政
通
信
は
、
定
例
議
会
が
終
わ
る
た
び
に

発
行
し
て
い
ま
す
。
駅
頭
配
布
以
外
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
方
々
に
も
お
願
い
し
て
い
ま

す
が
、
す
べ
て
の
ご
家
庭
に
届
い
て
は
い
ま
せ
ん
。
ご
希

望
頂
け
れ
ば
、
郵
送
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

◆
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
頂
け
る
方
（
200
部
か
ら
） 

お
声
か
け
下
さ
い
、
お
届
け
に
上
が
り
ま
す
。 

◆
市
政
に
関
す
る
困
り
ご
と
、
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

 

 

◆増・減については昨年度当初との比較 

一般会計 668億 6280万円(約 4億円減）  

特別会計 531億 254万円(約 11億円増） 

…主な要因は介護保険事業の 6億 3千万円増 

◎総合計は 1,198億 6524万円（約 7億円増） 

  一般会計歳入 

市税収入 約 357億円(約 6億４千万円増) 

市債発行 約 17億円減におさえている。 

  一般会計歳出 

特別教室空調設備設置が終わり 18 億円減、職員

の定年延長により 6億円減、原油高騰による光熱

水費 6億円増など。 

  

 新たに取り組む主な事業内容 

●市役所現在地利活用基本計画策定 

●深沢地域周辺道路整備に向けた予備設計 

●公園遊具更新 前倒し 11か所 

●小児医療費無償化拡大 18歳まで 

●出産応援ギフト・子育て応援ギフトの支給 

●下水道排水設備を海岸に設置する工事開始 

●大船駅ペデストリアンデッキ修繕 

●分かり易い新たなハザードマップ作製 

●フリースクール等利用補助金 など 

 

交差点名の表示変更の必要性について 

了承とされました。  一般質問より 

 

 出生届は戸籍法で様式が定められており、各自治体で

作成することができません。現在使われている出生届に

は、生まれた子が「嫡出子か、嫡出子でない子か」を記

入する欄が設けられています。つまり婚姻中の夫婦の間

に生まれた子か、そうでない子かを記入するようになっ

ています。かつては、嫡出子と嫡出でない子の「相続分」

が異なるために記入する必要性がありましたが、現在は

同等に相続されるので、記入する必要性はありません。

しかし出生届には、記入する形がそのまま残っていま

す。まさに「公による婚外子差別」にあたります。法務

省では「嫡出でない子の欄が空欄で提出されると、一度

記入を求めますが、記入を強要することなく、その他の

欄に『母の氏を称する』などの記入をすれば良い」こと

を提出者に伝えるよう通知しています。立川市では、初

めから記入を求めることなく、その他の欄への記入を提

出者に伝えています。参考にするよう求めました。 

昨年度まで鎌倉市が使用してきた「母子健康手帳」に

は、性的役割分業を肯定するような記載（P.131）があり、

その問題点を指摘しました。昨年厚労省が 10 年ぶりに

「母子健康手帳」の様式改正を行ったため、今年度は新

たに「母子健康手帳」を買い替えることになります。家

族の多様性を尊重する「鎌倉市共生社会の実現を目指す

条例」にかなったものを購入すること、こどもの権利条

約の記載がない場合、指し込みで入れるよう求めました。 

 
「出生届」窓口対応は人権を配慮して！ 

了承とされました。 一般質問より 

 

「母子健康手帳」に子どもの権利条約を！ 
了承とされました。  一般質問より 

 

第

回
「竹
田
ゆ
か
り
市
政
報
告
会
」 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

３
月

日 

 
 
 
 
 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
報
告
会
で
す
。 

 


